
1．はじめに
公益社団法人日本技術士会北海道本部の第 50回

年次大会が 2015 年 6 月 10 日(水)ホテル札幌
ガーデンパレスで開催されました。年次大会資料
を、本会誌後ろの年次大会報告に掲載していますの
でご覧ください。ここでは会議の概要と講演会、懇
親会の様子を中心に報告します。
2．年次大会(15：30～ 16：25)
今回は定期報告を中心とした 5 つの事項が報告

され、質疑応答が行われました。

(1)出席状況
・会員 175名
・会友 26名 合計 201名

(2)開会挨拶
能登本部長より、技術

士の合格者のうち登録者
の割合が全国平均で
20％程度の一方、北海
道本部は 30％超と全国
平均を上回っている、加
えて、先だって行われた
理事及び監事選出選挙に
おいてウェブ投票を導

入、北海道は投票率が特に高かった、とのお話でした。
(3)報告事項と質疑応答
①第 1号報告(平成 26年度事業・決算報告)
森事務局長より、平成 26年度の事業及び決算報

告が行われ、斎藤会計監事より適正かつ問題の無い
旨の監査報告がありました。これに対する会場から
の質問・意見等はありませんでした。
②第 2号報告(平成 27年度事業計画・予算説明)
前号に続いて、平成 27年度の事業計画と予算に

ついての説明が行われました。
今年の事業計画では、一般会計では、既定の事業

を従来どおり実施する計画ですが、各経費コスト
カットにより財政収支の健全化を図ります。予算規
模は昨年と同じく約 1,800 万円規模となります。
特別会計(試験業務)は昨年度実績を踏まえ、予算・
支出共に約 240 万円の単年度収支バランスを予定
しています(詳しい予算内訳等は、本会誌後ろに掲
載の大会資料を参照願います)。
③第 3号報告(委員会等役員の選任について)
平成 27年度の北海道本部委員会等の一部役員交

代について、能登本部長より報告と紹介が行われま
した。なお、今回、日本技術士会の公益社団法人化
後、2回目の地域組織幹事選出選挙が行われ、北海
道本部の立候補者(定数 30 名に対し立候補者 30
名)は皆さん信任されています。
④第 4号報告(研究委員会の廃止について)
平成 27 年度第 1 回北海道本部役員会(平成 27

年 4月 8日開催)において、「食産業研究委員会」の
廃止が承認された旨の報告がありました。
⑤第 5号報告(日本技術士会会長表彰者)
表彰規則第 5 条に基づく会長表彰の受賞者につ

いて、事務局より報告・紹介がありました。北海道
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写真-1 右より能登本部長、中野・大熊・布村副本部長

写真-2 能登本部長開会挨拶



本部からは、高宮則夫氏、花田眞吉氏、吉野大仁氏、
の計 3名が受賞されました。
お三方の略歴等は本会誌グラビアをご覧ください。
(4)閉会
報告事項 5件に続いて、事務局から統括本部活動

報告があり、その後、能登本部長の閉会宣言により
年次大会は滞りなく終了しました。
3．講演会(16：30～ 17：30)
今回は国立研究開発法人海洋研究開発機構から高

橋桂子地球情報基盤センター長をお迎えして「地球
シミュレータ最大活用で拓く『海洋地球インフォマ
ティクス』」と題してご講演いただきました。
(1)講師のご経歴
東京工業大学大学院博士

課程から花王(株)文理科学
研究所、宇宙開発事業団な
どを経て、現在は海洋研究
開発機構地球情報基盤セン
ター長に就任されていま
す。
(2)講演について
ご講演は、スーパーコンピュータによる地球シ

ミュレータの推移、概要のほか、地球温暖化や気候
変動に関する近年の研究成果などに実例を交え、巧
みな話術と共に聴講者を惹きつける、大変興味深い
ものでした。
高橋様は 2010 年 9 月に開催しました「第 20 回

記念防災セミナー」においてもご講演いただきまし
たが、その時から更に高速化した現在のスーパーコ
ンピュータについて詳しくお話を聞くことができま
した。ここ数年、地震、ゲリラ豪雨、火山活動の活
発化など身近なこととして注目されていることか

ら、活発な質疑応答がなされました。
4．懇親会(17：45～ 19：30)
講演会終了後、会場を隣の部屋に移して懇親会が

開催されました。懇親会は会員他 111 名の出席に
よりほぼ満席での催しとなりました。
羽二生事務局次長の進行により、能登本部長の開

会挨拶、大熊副本部長の乾杯の音頭で開宴となり、
懇親会がスタートしました。
開宴後は、ご講演いただいた高橋センター長から

のご挨拶、統括本部役員候補者選出選挙において得
票数 7 位タイで当選された森理事からのご挨拶が
あり、その後、会長表彰受賞者のご挨拶(残念ながら
所用により花田技術士、吉野技術士はご欠席でした
が高宮技術士よりご挨拶いただきました。)、地方技
術士委員会よりご出席された、清水道東幹事長、布
村道南代表、高桑道北代表、橘オホーツク代表から
ご挨拶がありました。
また、本年は改選期でありいくつかの委員会委員

長が交代されましたので、新任の委員長数名のご挨
拶があり名残惜しさも尽きないまま布村副本部長の
乾杯により閉会しました。

5．おわりに
平成 27年度の活動は既に始まっていますが、今

後とも技術士会に対する会員・会友の皆様の積極的
なご支援・ご協力を何卒よろしくお願い致します。
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写真-3 高橋センター長

写真-5 懇親会開会・閉会の挨拶をされる大熊、布村両副本部長

写真-4 講演会風景


